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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門性の高い支援

 • 

作業療法士のアドバイス内容をより分かりやすく保護者

に共有

 • 

支援の様子を写真や動画などで可視化し、家庭での参考

資料として提供

2

個別支援計画の充実

 • 

計画の内容や進捗を定期的にフィードバックし、保護者

と共有

 • こどもの成長に応じた新たな目標設定を適宜行う

3

保護者との密な連携

 • 

保護者向けに支援内容の理解を深める研修会や勉強会を

実施

 • 相談・面談の回数や時間の柔軟な調整

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域・他機関との交流不足

 • 

保育所や幼稚園との連携を模索し、交流イベントを企画

 • 地域のイベントや活動に参加できる機会を検討

2

家族支援の充実

 • 

オンライン研修や録画配信を活用し、参加しやすい環境

を整備

 • 研修のテーマを保護者のニーズに合わせて企画

3

保護者同士の交流の場がない

 • 

まずは試験的に小規模な交流会を開催し、ニーズを探る

 • 

きょうだい向けの活動について、保護者から意見を募る

地域・他機関との交流不足

 • 

保育所や幼稚園、地域の子どもたちとの交流機会が全く

ない

地域・他機関との交流不足

 • 施設の特性上、外部との連携をとる機会が少ない

 • 安全面や負担の観点から、外部施設との交流が難しい

家族支援の充実

 • 

ペアレント・トレーニングや保護者向け研修が実施され

ていない

 • 仕事の関係で土曜日開催が難しいとの声もあり

家族支援の充実

 • 

保護者のスケジュールに配慮した研修機会の設定が難し

い

 • 研修やペアレント・トレーニングの内容の周知不足

 保護者同士の交流の場がない

 • 父母会やきょうだい向けイベントの開催がない

保護者同士の交流の場がない

 • 保護者の参加意欲が不明確で、企画が難しい

 • 

兄弟向けイベントのニーズがどれほどあるか測りにくい

個別支援計画の充実

 

•保護者が「個別支援計画が作成され、それに沿った支援

が行われている」と回答

 • 保護者のニーズや課題をしっかり分析し、計画に反映

個別支援計画の充実

 • こども一人ひとりに合わせた具体的な支援内容の設定

 • 計画の作成過程で保護者の意見を積極的に取り入れる

保護者との密な連携

 • 

保護者が「意思疎通や情報伝達の配慮がなされている」

と評価

 • 定期的な面談や相談対応が好評

保護者との密な連携

 • 相談やフィードバックの場を多く設け、家庭と連携

 • 定期的にSNSや通信で情報発信

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門性の高い支援

 • 

保護者が「こどもの特性を理解し、専門的な支援を受け

られている」と評価

 • 

作業療法士の専門的なアドバイスが安心材料となってい

る

専門性の高い支援

 • 作業療法士や専門スタッフによるアドバイスの提供

 • こどもの特性に応じた支援方法の選定

○事業所名 真友ライト（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2024/10/1

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024/10/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024/11/30

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


